
海洋教育の視点に立った教育活動
大牟田市立天の原小学校

１ 天の原小学校における海洋教育の概念

【森・川・海に親しむ】
森・川・海の豊かな自然や身近な地域社会の中での様々な体験活動を通して，森・川・海に対す

る豊かな感受性や森・川・海に対する関心等を培い，森・川・海の自然に親しみ，進んで関わろう
とする児童を育成する。

【森・川・海を知る】
森・川・海の自然や資源，森・川・海をとりまく人や社会との深いかかわりについて関心をもち，

進んで調べようとする児童を育成する。
【森・川・海のつながり】

川の環境を中心に調べ，川につながる森や海の環境について理解できる児童を育成する。
【川を守る】

川の環境について調べる活動やその保全活動などの体験を通して，川の環境保全に主体的にかか
わろうとする児童を育成する。

【川を利用する】
川の資源，交通，また，川から海につながることを意識した世界の人々との結びつきについて理

解し，それらを持続的に利用することの大切さを理解できる児童を育成する。

２ 海洋教育の諸領域



３ 各学年における海洋教育の領域にかかわる教科，単元等

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

領域 A ・町について調べて紹介しよう（国） ・みんなで新聞をつくろう（国） ・自然条件と人々のくらし（社） ・資料を生かして呼びかけよう（国）
・わたしたちのまちのようす（社） ・くらしとごみのしまつ（社） ・国土の自然とともに生きる（社）
・わたしたちの市のようす（社） ・用水路を開く（社）

・有明海の干拓（社）
・大牟田市や福岡県の位置（社）
・クリークを生かしたまちづくり（社）
・リサイクルの仕組みを調べよう（総）

領域 B ・野外活動に行こう（総）

領域 C

領域 D ・地域に残る年中行事（社） ・受けつがれる文化財（総） ・和の文化について調べよう（国） ・イースター島にはなぜ森林がないのか
・大牟田の文化遺産について調べよう（総） ・一ふみ十年（道） （国）

・世界産業遺産見学（総）

領域 E ・日本の地形と気候（社） ・土地のつくりと変化（理）
・台風と天気の変化（理） ・愛華さんからのメッセージ（道）
・流れる水のはたらき（理）

領域 F ・すがたをかえる水（理） ・水溶液の性質（理）

領域 G ・自然のかくし絵（国） ・ヤドカリとイソギンチャク（国） ・動物の体と気候（国） ・海のいのち（国）
・しぜんのかんさつをしよう（理） ・季節と生き物（理） ・メダカのたんじょう（理） ・植物の成長と日光や水（理）
・動物のすみかを調べよう（理） ・飼育引き継ぎ（総） ・生命のつながり（理） ・生物どうしの関わり（理）
・飼育引き継ぎ（総） ・イルカの海を守ろう（道） ・生物と地球環境（理）
・ツバメの赤ちゃん（道）

領域 H ・自然の中の水（理）
・水はどこから（社）

領域 I ・電気の性質と働き（理）

領域 J ・のりづくりの仕事（社） ・福岡県の地形・産業（社） ・水産業のさかんな地域（社）

領域 K ・ホタルの引っこし（道） ・また来年も待ってるよ（道） ・国土の自然とともに生きる（社） ・町の未来をえがこう（国）
・ふれあいの森で（道） ・野間川環境調査隊（総） ・大牟田の環境問題について調べよう

（総）
・タマゾン川（道）
・白神山地（道）

領域 L ・海上保安庁の仕事（社） ・日本は世界のどこにあるの（社） ・日本とつながりの深い国々（社）
・世界の人々とのつながりを広げよう
（総）


